
 

 

 
 

2019 年 12 月 5 日 

みずほ情報総研株式会社 

 

地域コミュニティの助け合いを支援するご近所シェアサービス「Smiile」の

展開に向けて協業を開始 
―フランスのスタートアップ企業 TLAG 社とパートナーシップ契約を締結― 

 

みずほ情報総研株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：向井 康眞）は、このたび、フラ

ンスのスタートアップ企業である TLAG SAS（本社：フランス・サンマロ、CEO：David Rouxel）と、日

本での事業展開に関するパートナーシップ契約を締結しました。 

 

本契約の締結により、みずほ情報総研は、TLAG 社と共同で、地域コミュニティの情報をシェアし、助

け合いによるつながりを支援するご近所シェアサービス「Smiile（スマイル）」の日本展開に向けて取り

組みを開始します。具体的には、2020 年 4 月から日本国内の複数地域において、ニーズやサービスの受

容性、機能の検証などに関する実証実験を行い、結果を踏まえながら、日本の特性に合わせたサービス

やビジネスモデルについて検討を行い、事業化を目指します。 

 

TLAG 社が開発し展開する Smiile は、地域で暮らす住民同士や地元事業者、地域で活動するグループ

や団体、行政機関などが、情報・モノ・ヒト・スキルなどを気軽にシェアし合えるサービスです。フラ

ンス国内において約 100 の自治体や不動産ディベロッパーなどによって導入され、3 万以上のコミュニ

ティにおいて、約 52 万人の地域住民が利用しています（2019 年 7 月時点）。また、約 30 の外部サービ

スと API などで連携しています。 

 

日本では、少子化や急速な高齢化と共に人口減少が進み、都市部への人口集中や核家族化、単身世帯

の増加、個人主義の傾向の強まり等の影響もあいまって、世代間の交流や地域のつながりが希薄となっ

ています。その結果、都市部や地方部を問わず多くの地域で、身近な地域課題への対応力が低下してお

り、地域における「共助」がこれまでにも増して重要となっています。Smiile の導入により、地域での

情報の共有や知識・スキルの提供、助け合い、モノの貸し借りなどのちょっとした「ご近所シェア」を

スマートフォンやパソコンで簡単かつリアルタイムに行うことが可能となります。これまでは知るすべ

もなかったご近所の人たちやお店、グループなどからの「こんな情報があるよ」「持っている人いません

か／できる人いませんか」「貸せるよ／あげるよ／できるよ」といった声が手軽に見えるようになり、そ

れをきっかけにつながりや助け合いが生まれ、地域内の経済循環も高まり、地域の交流や助け合いの輪

がさらに広がることが期待できます。 

 

日本での事業化においては、地域内の「自由でゆるやかなつながり」を基軸としたご近所シェアの機

能を Smiile が担うとともに、各地域の専門事業者（地域メディア、シェアリング、生活支援、地産地消

等）ともオープンに連携しながら、持続可能なローカル・エコシステムの実現を目指します。 

 

みずほ情報総研では、コンサルティングの高い専門性と先端 IT の融合により、多様化する社会課題

の解決を支援するとともに、地域共生社会の実現や地域活性化の取り組みなど、SDGs の推進に貢献して

まいります。 
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＜Smiile で出来ること＞ 

  
 

「Smiile」に関する情報については以下をご覧下さい。 

https://www.smiile.com/en（英語版サイト） 

 

 

●TLAG 社について 

TLAG 社は 2014 年に David Rouxel によって設立され、シェアリングエコノミーに特化したデジタルプラ

ットフォーム「Smiile」を提供しています。彼らの使命は、地域のニュースやアイテム、スキル、サー

ビスのシェア、環境意識の向上、大量購入、相乗りなどをサポートする独自のコラボレーションツール

を通じて、人々の社会的つながりを強化し、二酸化炭素排出量を効果的に削減することです。また、世

界にプラスの影響を与えるエコシステムである「Tech For Good」にも関わっているほか、環境・社会に

配慮した事業を行い、アカウンタビリティや透明性などの条件を高い水準で満たす会社に与えられる B-

Corp 認証も取得しています。 


